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まで、あと1ヶ⽉月程度度�
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今⽇日は、マーケソン�
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プレ	
 ２	




1.  ハッカソンのフォローアップおよびマー
ケソンに向けての議論論を⾏行行うための⽅方法
などについてお伝えし、マーケソンに向
けた各チームの活動をサポートすること�

2.  それぞれのプロトタイプについて、実⽤用
化を念念頭に想定カスタマーに対するマー
ケソンへの参加を依頼、募集するための
チラシなどの告知資料料を完成させること�

プレマーケソン２の⽬目的�



1.   どうすれば、それぞれのアプリケーション・サービス
のプロトタイプが地域課題に実際に役⽴立立つようになる
かをチームを超えて、議論論しましょう！�

2.   場合によっては、複数のチームが連携、統合した⽅方が
良良いアプリケーション・サービスを実現できるかもし
れません。そのことも念念頭に⼊入れてみて下さい。�

3.   マーケソン開催までの間に、主催者ならびに川崎市、
宮前区の皆様で、各チームへの⼈人や企業、組織の紹介、
⽀支援事業の紹介などできる限りの⽀支援を致します。�

4.   そのために、G空間未来デザインプロジェクト参加者
の皆様、そして、チームごとに、⽬目指したいゴールと
それを達成するための計画を⽴立立案して下さい。�

ポイント�



プレマーケソン2プログラム�

  18:00-‐‑‒18:10 �イントロダクション・ハッカソンの振り返り�
  18:10-‐‑‒18:17 �マーケソンについて（筧）�
  18:17-‐‑‒18:24 �アプリケーション・サービス実現のシナリオ（庄司）�
  18:24-‐‑‒18:30 �アプリケーション・サービス実現のために考えるべきこと�
  18:30-‐‑‒19:00 �各チームのチャレンジ・課題の共有：ワールドカフェ�
  19:00-‐‑‒19:30 �マーケソンに向けたプラン、チラシ作成：グループワーク�
��                （休憩）�
  19:40-‐‑‒20:10 �プラン、チラシのシェア（2分発表+2分Q&AX9チーム）�
  20:10-‐‑‒20:30 ��全体討議・まとめ��

  21:00-‐‑‒23:00 �（有志による）懇親会（プレマーケソン３？）�
　たまゆら（幹事：中島さん）	
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ハッカソンの振り返り�
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お願い�
 G-‐‑‒OUR  FUTURESに登録お願いします�

 http://goo.gl/AnMZJc�
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お願い�
 Facebookやってます�
GFutureDesign�
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はじめるときに終わりを考える�

「十分に終わりのことを考えよ。	
  
　まず最初に終わりを考慮せよ」	
  
（レオナルドダビンチ）	
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マーケソンの計画�
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アプリケーション・サービス�
実現のシナリオ�
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アプリケーション・サービス�
実現のために考えるべきこと�
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復復習：ハッカソンでのワークより�
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クイックプレゼン�

 各チーム1分程度度で！�
 こんなことに取り組みます！�
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体験スケッチボード�

 株式会社グラグリッド�
 三澤直加さん�
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アプリケーション・サービス実現
のために考えるべきこと�
  「3つの道」のどの⽅方向を⽬目指すか？�
  プロトタイプを使って誰に対して検証したいか？�

  マーケソン前・マーケソン時�
  誰に、どのように⽀支援・連携を受けたいか？�

  スタートアップで考慮すべきこと�
  対象課題（具体的に）は？�
  対象ユーザは？カスタマーは？�

  ユーザ：サービスを利利⽤用する⼈人�
  カスタマー：サービス受益者・資⾦金金の拠出責任がある⼈人�

  オリジナリティのある価値は？�
  主な機能は？�
  顧客とのチャネルは？�
  収益の流流れは（収⼊入）？�
  コスト構造は（⽀支出）？�
  成果の計測⽅方法は？�
  コピーしにくい優位性は？�
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主催者の方で	

支援致します！	




リーンスタートアップ�
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h#p://blog.kentarok.org/entry/2012/12/24/181211	




各チームのチャレンジ・課題の
共有：ワールドカフェ�
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18:30-‐‑‒19:00  ワールドカフェ�
  皆さんが所属しているチームで仕上げているアプリケー
ション・サービスについて、その特徴やウリ、実⽤用化のた
めのアイデア、課題、そして個々の意⾒見見を別のチーム、新
しい参加者の⽅方に伝えましょう。�
  対話によって、お互いを理理解し、アイデアなどを教諭しま
しょう。�
  プロセス�
1.   極⼒力力、ハッカソンチーム以外のメンバーで集まる�
2.   テーブルホストを決め、そのホストのファシリテーションにより、
各⾃自1分程度度話をする�

3.   10分後に、テーブルホスト以外は別のテーブルに分散する�
4.   テーブルホストが、前のセッションの議論論を新たなメンバーに伝
えた上で、あらなたメンバーが各⾃自1分程度度話をする�

5.   2巡した後に、テーブルホストは、各テーブルでの話題や議論論を
全員にシェアする�
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対象課題  所属チーム名  
アプリケーショ
ン・サービスの
想定ユーザ  

アプリケーショ
ン・サービスの
特徴・面白い点  

ニックネーム  
（お名前）  

アプリケーショ
ン・サービスの
想定カスタマー  

アプリケーショ
ン・サービス実
用化の課題  

趣味・得意技  
これから会って
みたい人、組織  
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  seconds	
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マーケソンに向けたプラン、チ
ラシ作成：グループワーク�

29	




19:00-‐‑‒19:30  プラン、チラシ作成�

 実⽤用化を念念頭に�
 実⽤用化を念念頭にしたマーケソンまでの計画を⽴立立てま
しょう�
 想定カスタマーに対するマーケソンへの参加を依頼、
募集するためのチラシなどの告知資料料を完成させま
しょう！（それを持って、市役所、区役所、主催者は
想定カスタマーの⽅方々に声をかけます）�

 主催者、市役所、区役所の⽅方々にお声掛け下さい�
 相談に乗りますし、フォローアップしますので、適宜
お声掛けください！�
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プラン、チラシ等のシェア�
3分発表＋2分議論論�
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19:30-‐‑‒20:15  プラン、チラシ等のシェア�

 3分発表＋2分Q&A�
 サービス・アプリケーションの概要と現時点のステイ
タス�
 チラシ等のプロモーションコンテンツ�
 マーケソン、そして、実⽤用化に向けたプラン�

 マーケソン前、マーケソンでのフィールドワークの希望�

 相談したいこと！�
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全体討議・まとめ�
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SEE  YOU  SOON  !�
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